
　青葉の瀬の前を通ると、キャンプ場の一画に竹の屋根と、
壁から煙突が飛び出た建物が目に入ります。近づいてみると
昔懐かしの五右衛門風呂が姿を現します。風呂の基礎はキャ
ンプ場横を流れる緑川から自然の岩を寄せ集め設置され、そ
の風呂を取り囲むように作られた建物は屋根と壁を交互に重
ね合わせた竹で頑丈に作られています。この五右衛門風呂は、
「他所にはない変ったものを」といった試みから、役員会で製作を立案。
　竹は地元の方の竹林から提供してもらい、煙突はキャンプ場前の道を通られた地元の方から「うちに
ある煙突を使っていい」と言われ、風呂釜は３軒の家から無償で提供していただき、今年の６月 21 日
完成に至りました。「地元の人たちの助けが無ければまず完成しなかっただろう」と組合長の渡辺さん。
　現在は、２つの五右衛門風呂が使用可能です。「キャンプなどの際に使用していただければきっと開
放的で気持ちいいだろうし、子ども達の焚き付けの練習にもなるな。」と支配人の枝尾さんは、皆で造
り上げた五右衛門風呂を見ながら満足そうに笑みを浮かべていました。

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニティ助成事業により、馬見原自治振
興区にはテントや芝刈機、音響設備などのイベント用の備品が、また畑地区にはルールウォーカー
やマッサージチェアなどの公民館備品がそれぞれ整備されました。
　この、コミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報事業費を財源として財団法人自治総合セン
ターが助成決定を行うもので、今後の両地区の益々の活性化が期待されます。

　７月 10 日、上益城と阿蘇の農業協同組合か
ら町内の小学校へ子ども雑誌「ちゃぐりん」の
８月号が寄贈されました。これは、子どもたち
に農業の大切さや自然との関わりや役割につい
て理解を深めてもらう事を目的に贈呈されまし
た。今回の贈呈を受け山下教育長は、「農家の
後継者が少なくなっている現在、農業に関する
体験学習を行っている。児童と先生たちの学習
に役立てたい。」と話されました。

　千寿苑の多目的ホール前のフロアで現在、御
所の堀信雄さんが撮影した写真が展示されてい
ます。写真は、「観音信仰について」。
　矢部郷郷土史伝承会の現地学習の際にホーム
ビデオで撮影した矢部地区の観音像 33 体を画

像化し、展示されています。
是非、皆さんお立ち寄りくだ
さい。

※ちゃぐりん…child（こども）、agriculture（の
うぎょう）、green（みどり）の略

※将来を担う子どもたちに、農業、農村、食糧
問題および環境問題などに関心を持ってもら
いたいとの趣旨で、社団法人家の光協会より
発行されています。

宝くじ助成事業で備品を整備しました
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皆で作り上げた風呂は格別！
～青葉の瀬に五右衛門風呂登場～

　７月 20 日、南阿蘇地域畜産振興推進協議会主
催による第８回蘇陽地区育成牛品評会がＪＡ阿蘇
蘇陽家畜検査場で開催されました。入賞結果をご
紹介いたします。
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町内小学校へ「ちゃぐりん」の寄贈観音像写真展開催中
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